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第2章 伊豆の国市及び狩野川の現状 

2-1.伊豆の国市の概要 

 

(1 )伊豆の国市の特色 

伊豆の国市は、伊豆半島の北部、田方平野のほぼ中央に位置し、市域を南北に流れる狩野川に沿う

ように国道 136号及び伊豆縦貫道が通るとともに、三島駅と修善寺駅を繋ぐ伊豆箱根鉄道も市域を南

北に走っています。 

このため、静岡県東部の中心都市である沼津市や三島市との交通アクセスに恵まれているとともに、

東京からも東海道新幹線、東名高速道路を介して 100km 圏内にあり、首都圏から２時間弱の所要時間

で来訪できます。 

 

伊豆の国市の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出典：第２次伊豆の国市総合計画（平成 29 年 3 月） 
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(2 )伊豆の国市の観光資源、歴史・文化資源 

伊豆の国市内には、重要な観光資源になっている温泉が豊富にあり、伊豆三古湯の一つで 1300 年

の歴史を持つ「古奈温泉」や明治時代に開湯された「長岡温泉」、「韮山温泉」、「大仁温泉」などには

県内外から多くの観光客が訪れています。 

過去の時代の面影を残す旧石器時代から江戸時代までの数多くの遺跡や史跡、文化財が点在し、幕

末の製砲工場であった「韮山反射炉」は、平成 27 年 7 月に「明治日本の産業革命遺産」の構成資産

として「世界遺産」に登録されています。 

豊かな自然にも恵まれ、市の象徴的な風景となっている「城山」など、原始・古代から残るジオポ

イントも市内には多く存在します。 

 

 

【韮山反射炉】 

・幕末期（安政 4 年）に造られた金属を溶か

し大砲などを鋳造するための溶解炉 

・実際に稼働した反射炉として国内では唯一

現存 

 

 

 

 

出典：伊豆の国市歴史的風致維持向上計画（平成 30 年 3月） 

 

 

 

【城山】 

・伊豆の国市の象徴的風景 

・世界ジオパークに認定された、伊豆半島ジ

オパークのジオサイト 

 

 

 

 

 

出典：伊豆の国市歴史的風致維持向上計画（平成 30 年 3月） 
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(3 )伊豆の国市の人口及び世帯数 

伊豆の国市の人口・世帯数は、平成以降では人口が約５万人前後で推移し、世帯数は約 1.5 万世

帯から約２万世帯に増加傾向にあることから、少数家族化が進んでいます。 

 

人口・世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：総務省「国勢調査」（H2～H27）、伊豆の国市「住民基本台帳」（R1） 

 

 

人口構成では、年少人口（0～14 歳）及び生産年齢人口（15～64 歳）が減少傾向にあり、逆に老

年人口（65 歳以上）が増加傾向にある少子高齢化が進行しています。 

 

年齢別人口別の状況（３区分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：総務省「国勢調査」（H2～H27）、伊豆の国市「住民基本台帳」（R1） 
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(4 )伊豆の国市のかわまちづくりに関連する計画 

①第２次伊豆の国市総合計画（平成 29 年 3 月） 

「第 2 次伊豆の国市総合計画」は、平成 28 年度を最終年度とした第 1 次総合計画の成果と課題を

踏まえつつ、伊豆の国市の将来像と分野別の施策運営の基本方向を明らかにし、行政運営を総合的か

つ計画的に進めていくための計画で、令和 7 年度までの伊豆の国市の総合的なまちづくりの指針とな

るものです。 

本計画の基本構想では、「ほんわり湯の国、美し国、歴史文化薫る国、未来を拓く伊豆の国」（住ん

でいる人も、訪れる人も、歴史や文化が薫る美しい地で温泉や食を楽しみ、ほっとする（ほんわりす

る）時間を有意義につくれるまちを目指すとともに、時代の潮流をつかみ各分野で未来を拓くまちを

目指す）を将来像に定めています。 

かわまちづくりに関連する施策としては、「観光推進体制の強化と交流人口の拡大」、「歴史・文化・

芸術を生かしたひとづくり・まちづくりの推進」、「健康長寿を目指すまちづくりの推進」が掲げられ

ています。 

 

第２次伊豆の国市総合計画 基本構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：第２次伊豆の国市総合計画（平成 29 年 3 月） 
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②伊豆の国市観光基本計画（平成 27 年 3 月） 

「伊豆の国市観光基本計画」は、伊豆の国市総合計画のまちづくりの基本方針である『「いきいき

働く、活気に満ちた産業のあるまち」を作る（産業・経済・労働）』を、観光分野の施策により実現

していく分野別計画として位置付けられています。 

本計画では、市民一人ひとりが参加し、「毎日が魅力ある“おもてなしの伊豆の国”」の実現のため

の取り組みを推進し、その取り組みの推進によって、市民の生きがいや安らぎを生み出し、また、生

活のゆとりと潤いに寄与することを目指しています。 

かわまちづくりに関連する施策としては、『歴史資源を活かす観光地づくり』の一つとして「もの

がたり性のある回遊ルートの創出」、『健康・スポーツによる交流づくり』の一つとして「スポーツツ

ーリズムの推進」が位置づけられています。 

 

伊豆の国市観光基本計画 基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：伊豆の国市観光基本計画（平成 27 年 3 月） 
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伊豆の国市観光基本計画 基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：伊豆の国市観光基本計画（平成 27 年 3 月） 
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③伊豆の国市緑の基本計画（平成 29 年 8 月） 

「伊豆の国市緑の基本計画」は、第 2 次伊豆の国市総合計画が掲げる「ほんわり湯の国、美（うま）

し国、歴史文化薫る国、未来を拓く伊豆の国」の将来像を踏まえ、「豊かな自然に抱かれる伊豆の国

市」を実現していくために策定しています。 

本計画では、「暮らしを彩り、みどりあふれた おもてなし～伊豆の国、水と緑と歴史の京（みや

こ）～」を基本理念とし、伊豆の国市内どこでも公園・緑地が身近にある環境を享受できるまちづく

りを進めることを方針としています。 

かわまちづくりに関連する狩野川周辺の整備・活用としては、狩野川ツーリズムによる狩野川全体

の利活用（サイクリングやカヌー等のスポーツと連携することで、狩野川全体の利用を促進）、ゾー

ンごとの狩野川の利活用の促進（狩野川コリドーや河川敷グラウンドを活かしスポーツ振興を図る

「中島公園周辺」）を位置づけています。 

 

伊豆の国市緑の基本計画による狩野川周辺の整備・活用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：伊豆の国市緑の基本計画（平成 29 年 8 月）より作図 

  

狩野川さくら公園下流域

千歳橋周辺

中島公園周辺

狩野川堤防

狩野川ツーリズム
の重点整備箇所

緑地確保エリア
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④伊豆の国市歴史的風致維持向上計画（平成 30 年 3 月） 

「伊豆の国市歴史的風致維持向上計画」は、市指定無形民族文化財のほか、地域に根ざした祭りの

維持・継承が困難となっていることなどの状況に対応するため、「地域における歴史的風致の維持及

び向上に関する法律」に基づき、地域に受け継がれてきた人々の営みの継承をはじめ、文化財の周辺

環境の整備や歴史的建造物の復原等、歴史的な資産を活用したまちづくりを展開するために策定して

います。 

本計画では、維持及び向上すべき歴史的風致として６つの歴史的風致を位置付け、狩野川は「狩

野川をめぐる祭りと信仰にみる歴史的風致」に位置付けられています。 

伊豆の国市が維持及び向上すべき歴史的風致 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：伊豆の国市歴史的風致維持向上計画（平成 30 年 3月）  

かわかんじょう（神島地区） 狩野川台風殉難者慰霊碑（南條地区） 

※歴史的風致の維持及び向上に関する方針 （狩野川に関する記述） 

・歴史文化資源を育んできた周辺の自然環境も適正に保全・修復し、富士の眺望、狩野川や田園風景

などの美しい自然環境と一体とした歴史文化拠点都市づくりを推進します。 

広瀬神社例大祭 三番叟 

（大仁地区） 
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(5 )伊豆の国市のまちづくりに関する現状の取り組み 

伊豆の国市ではまちづくりの取組として、主として「東京 2020 オリンピック・パラリンピック競

技大会開催に合わせて市内の温泉や宿泊施設等の資源を活かしたスポーツツーリズムの展開」、「自然

資源や歴史的資源と観光資源を結ぶ、周遊性に焦点をあてたまちづくり」に取り組んでいます。 

 

①サイクリング＆ウォーキングコース 

「韮山反射炉」や「江川邸」など伊豆の国市内の歴史文化資源を巡るサイクリング・ウォーキング

コースを設定し、歴史文化資源等の周遊利用の魅力を発信しています。 

 

サイクリング・ウォーキングコース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：伊豆の国市観光協会ホームページ  
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②ロードレースチームトレーニングキャンプ 

市内にロードレース自転車の展示・試乗施設を運営する自転車メーカー企業と連携し、日本一のロ

ードレースチームのトレーニングキャンプを誘致しています。 

 

 

③レンタサイクル「狩野川ベロ」（観光協会） 

伊豆の国市を中心とする狩野川流域を自転車で楽しんでもらうためのレンタサイクル「狩野川ベロ」

を伊豆の国市観光協会が展開しており、市内の観光案内所等で自転車（電動アシストサイクル、クロ

スバイク、子供用マウンテンバイク等）を貸出ししています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：伊豆の国市観光協会ホームページ 
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④狩野川周辺サイクル事業推進協議会 

「狩野川周辺サイクル事業推進協議会」は、狩野川周辺の 3 市１町 （伊豆の国市、沼津市、伊豆

市、函南町）で設立し、サイクリスト誘客に向けた利活用及び地域振興・発展を推進するため、サイ

クリングコース設定や講演会等の様々なサイクル関連事業に取り組んでいます。 

伊豆の国市周辺のサイクリングルート（３市１町を結ぶ全９コースの設定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：KANOGAWA サイクリング MAP,狩野川周辺サイクル事業推進協議会(平成 30 年 3 月)より作成 

 

講演会の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：伊豆の国市ホームページ 

： 伊豆の国市内の主な観光地等

： 伊豆の国市周辺の主な観光地等

：伊豆の国・内浦満喫コース

：伊豆の国歴史満喫コース

：沼津港周辺を満喫するコース

：千本松原と駿河湾を満喫するコース

：狩野川を満喫するコース

：絶景を満喫するコース

：のどかな風景を満喫するコース

：函南のジオ満喫コース

：２つの峠を満喫するコース

伊豆ベロドローム

韮山反射炉

江川邸

願成就院

葛城山

道の駅伊豆のへそ

修善寺温泉 白岩温泉

伊豆・三津シーパラダイス

川の駅・道の駅
伊豆ゲートウェイ函南

狩野川公園

道の駅伊豆月ヶ瀬
（R1.12.14オープン予定）

沼津港

風のテラス

神島地区

御用邸記念公園

十国峠

柏谷百穴

酪農王国
オラッチェ

火雷神社

丹那
断層

天地神社

本城山公園

伊豆の国市

狩野川

千本浜公園

狩野川
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(6 )伊豆の国市の狩野川周辺の祭りやイベント 

伊豆の国市内の狩野川では、地域のイベント「かわかんじょう」や一般参加のイベント「鮎友釣り

体験」（静岡ディスティネーションキャンペーン、伊豆の国ふるさと博覧会）、花火大会、サイクルツ

アー「ライド＆ライド狩野川」（旧狩野川 100km サイクリング）などが開催されています。 

 

①かわかんじょう 

かわかんじょうは、毎年 8 月 1 日の夕刻、神島地区の狩野川で行われている夏の風物詩です。 

暴れ川狩野川の水霊を鎮め、水難者の供養や地区の安全を祈願するという、明治以前から続くと言

われている地域の伝統行事です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：広報いずのくに（平成 24 年 9 月） 

 

②ライド＆ライド伊豆狩野川 

狩野川流域のロコサイクリストをガイドにした伊豆半島独特の自然・風景・みち・資源を楽しむサ

イクリングツアーを毎年秋に実施しています。伊豆の国市中島地区の河川敷がスタート・ゴール地点

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：伊豆の国市緑の基本計画  
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(7 )かわまちづくり対象地区に隣接する観光・利用資源 

①道の駅「伊豆のへそ」 

道の駅「伊豆のへそ」は、平成 30 年 11 月にリニューアルし、特産品である「いちご」のスイーツ

専門店、地元野菜や果物などの静岡・伊豆の特産物直売所、世界的自転車ブランドの展示・試乗施設

などが集合した伊豆の観光・集客拠点になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：道の駅伊豆のへそホームページ 

 

 

②読売巨人軍長嶋茂雄ロード 

長嶋茂雄読売巨人軍終身名誉監

督が伊豆の国市（旧大仁町）を自主

トレーニングの拠点としたことか

ら、長嶋氏がトレーニングをしてい

た道などが「読売巨人軍長嶋茂雄ロ

ード」と命名されており、河川堤防

はその「読売巨人軍長嶋茂雄ランニ

ングロード」に位置づけられていま

す。 

 

 

 

出典：伊豆の国市ホームページ  

和洋スイーツいちごの専門店 世界的自転車ブランドの展示・試乗施設 
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2-2.狩野川の概要 

 

(1 )狩野川の概要 

狩野川は、伊豆半島中央部の静岡県伊豆市の天城山系にその源を発し、大小の支川を合わせながら

北流、田方平野に出て伊豆の国市墹之上で狩野川放水路を分派した後、箱根山等を源とする来光川、

大場川等を合わせ、さらに、沼津市で富士山麓より南下する最大の支川黄瀬川を合流し、そこから西

へ転じ、駿河湾に注ぐ幹川流路延長 46 ㎞、流域面積 852 ㎞ 2の一級河川です。 

流域は南北に細長い「く」の字の形をなし、富士箱根伊豆国立公園に囲まれ豊かな自然環境を有す

る観光地を擁するとともに、東西交通の要衝として基幹交通網が集中するほか、下流域の沼津市、三

島市は湧水にも恵まれ、県東部・駿豆地区の中核都市として地域の産業・経済・文化等の基盤をなし

ています。 

伊豆市にある修善寺橋から河口までの約 25km 区間の狩野川本川と、狩野川放水路及び柿田川の全

区間、黄瀬川、大場川、来光川、柿沢川の各下流一部区間を国土交通省が管理し、それ以外の指定区

間を県が管理しています。 

 

狩野川水系図 

 

出典：国交省・河川整備基本方針「狩野川水系流域及び河川の概要」 

流域面積一覧表

山地
(%)

平地
(%)

狩野川 852.0 46.0 88 12
黄瀬川 270.1 30.0 94 6
柿田川 1.1 1.1 0 100
大場川 89.6 20.7 87 13
来光川 75.7 14.4 83 17
大見川 120.7 18.6 91 9
その他 294.8 - 85 15

(出典：河川現況調査　平成2年度)

河川名
流域
面積
(㎢)

流路
延長
(km)

山地及び平地
の比率
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(2 )狩野川流域の地勢と交通 

狩野川流域は、東海道本線や東海道新幹線、国道１号等の太平洋ベルト地帯の基幹をなす交通網

が集中しているほか、東名高速道路の開通に加えて、平成 24 年には新東名高速道路、平成 31 年 1

月 26 日には伊豆縦貫自動車道天城北道路及び国道 136 号「下船原バイパス」が開通しています。ま

た、伊豆縦貫自動車道に加えて、伊豆中央道、修善寺道路の整備が進んています。これにより、広

域からのアクセス性が向上し、国内有数の観光地である伊豆半島への交通の拠点としての位置づけ

がより強くなっています。 

 

狩野川流域の交通状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

伊豆縦貫自動車道 

(無料区間 東駿河環状道路) 

伊豆中央道 

修善寺道路 

東海道新幹線 

東名高速道路 新東名高速道路 
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(3 )狩野川流域の地域資源の状況 

①上流域：伊豆市～伊豆の国市 

狩野川の上流部は、滑沢渓谷等の渓流景観をはじめとし

た自然景観に恵まれているとともに、浄蓮の滝や萬城の滝な

ど、随所に点在する滝が変化に富む景観を形成しています。

また、渓流沿いに天城湯ヶ島温泉、修善寺温泉等の温泉地が

点在しており、“いで湯”と“清流”の組み合わせが良好な

景観を形成しています。井上靖や川端康成をはじめとする多

くの作家がこの地を訪れ、狩野川や流域の描写が描かれた優

れた作品を残していることから、彼らの名や作品にちなんだ

文学碑などが多く見られます。 

 

②中流域：伊豆の国市～沼津市・函南町 

中流部は、瀬淵が交互に現れて緩やかに流れる川面と富士

山や天城山系などの山々や、田方平野の水田が調和した田園

的な狩野川特有の落ち着いた景観を形成しています。特に、

大仁橋から狩野川上流の天城山系を望む景観は伊豆八景の

一つに選定されています。歴史の舞台であり源頼朝が配流さ

れた蛭ヶ小島や、北条氏にまつわる史跡なども残されていま

す。加えて、富士山眺望ポイントが多数点在し、山や滝、湧

水等に関わるポイントが伊豆半島ジオパーク（ジオポイント）

に指定されています。また、中流部には、イチゴ狩り農園が

存在するとともに、河川内ではカヌーフェスティバル、ラン

ニング、サイクリング等のイベントも多く行われています。 

 

③下流域：函南町～沼津市・三島市・清水町 

下流部は、静浦山地や都市区域に残された緑地と富士山

や伊豆半島の眺望と市街地が融合した水と緑豊かな都市景

観を形成しており、富士山を遠景として都市部をゆったりと

流れる狩野川の景観が特徴的となっています。また、沼津市

上土地区では、市街地再開発事業と一体となって整備された

階段護岸等が、都市域における良好な水辺空間を提供してお

り、花火大会等のイベントが定期的に開催されています。 

 

 

 

 

  

（浄蓮の滝） 

（富士山の展望） 

（右岸階段堤 水辺のステージ） 
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(4 )狩野川中流域の主な地域資源の分布 

 

狩野川中流域の主な地域資源の分布状況 
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(5 )狩野川河川空間の利用状況 

平成 26 年度に狩野川の国管理区間で実施した「河川水辺の国勢調査（河川空間利用実態調査）」

によると、狩野川の水面や高水敷等の利用者数は、約 121 万人と推定され、多くの人が狩野川の河

川空間を利用していることが分かります。 

中流部から上流部は、鮎の友釣りの発祥地であり、初夏には多くの釣り人でにぎわっています。

また、高水敷が整備されている下流部では、花火大会や鯉のぼりフェスティバルなど様々なイベン

トが行われ、住民の身近な活動空間として利用されています。 

利用形態別の状況は、散策等が 8 割を超えており、利用者の大半を占めていますが、鮎の友釣り

が盛んになる夏から秋にかけては、「釣り」の利用者の割合が増加しています。利用場所別の状況は、

堤防が 57％、高水敷が 37％と、両者で全体の 9 割を超えています。 

 

狩野川の年間河川空間利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（散策の様子・上流部） （鮎釣りの様子・上流部） （花火大会の様子・下流部） 
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(6 )利用者ニーズ 

「伊豆の国市かわまちづくり」の策定にあたり、狩野川に対する意識や意見を参考とするために、

狩野川流域沿川住民にアンケート調査を行った結果を以下に整理します。 

 

アンケート概要 

・調査対象：沿川住民（沼津市、清水町、長泉町、三島市、函南町、伊豆の国市、伊豆市） 

・調査手法：WEB 調査 モニター会員対象 

・回収票 ：417 票 ※人口動態等を踏まえて配布 

 

アンケート調査結果① 

・狩野川への来訪は、下流域の風のテラス整備箇所周辺（区間 1～区間 3）への来訪が最も多いで

す。その他、柿田川公園等が整備されている柿田川周辺（区間 16）への来訪や、上流域の狩野

川記念公園の整備されている狩野川大橋～修善寺橋（区間 14）への来訪も多いです。 

・一方、主な利用施設のない日の出橋～松原橋（区間９）周辺や、道の駅伊豆のへそが整備されて

いるが河川へアクセスしずらい神島橋周辺（区間 12～13）では来訪が少ないです。 

・下流域の沼津市上土地区、中流域の函南町塚本地区では、『都市・地域再生等利用区域』の指定

を受け、地域の意見やニーズを活かした河川空間のオープン化が進められています。来訪の少な

い箇所（特に、未整備の神島橋周辺）においても、今後整備を進めることで利用者が増加する可

能性があります。 

 

狩野川の来訪箇所に関する調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上土階段護岸整備
（風のテラス）

塚本地区水辺整備

回答数(票) 割合(％)

区間１　（河口～港大橋） 53 15.3 我入道の渡し船、沼津港、不動岩

区間２　（港大橋～御成橋） 63 18.2 沼津セントラルパーク

区間３　（御成橋～三園橋） 76 21.9 
かのがわ風のテラス、沼津セントラ
ルパーク、狩野川緑地

区間４　（三園橋～黒瀬橋） 47 13.5 

区間５　（黒瀬橋～香貫大橋） 42 12.1 堰下公園

区間６　（香貫大橋～徳倉橋） 52 15.0 本城山公園

区間７　（徳倉橋～新城橋） 39 11.2 狩野川ふれあい広場、長伏公園

区間８　（新城橋～日の出橋） 19 5.5 
肥田簡易グラウンド、日守山公園、
道の駅・川の駅ゲートウェイ函南

区間９　（日の出橋～松原橋） 16 4.6 

区間１０　（松原橋～千歳橋） 24 6.9 
狩野川さくら公園、守山西公園、墹
之上堤外地公園、狩野川資料館、古
奈湯元公園

区間１１　（千歳橋～大門橋） 30 8.6 狩野川リバーサイドパーク

区間１２　（大門橋～神島橋） 22 6.3 道の駅伊豆のへそ

区間１３　（神島橋～狩野川大橋） 25 7.2 中島運動公園

区間１４　（狩野川大橋～修善寺橋） 50 14.4 
狩野川記念公園、瓜生野ふれあい広
場

区間１５　（黄瀬川　合流点～寿橋） 26 7.5 

区間１６　（柿田川　全川） 53 15.3 柿田川公園、柿田川駐車場

区間１７　（大場川　合流点～大場橋） 33 9.5 
道の駅・川の駅ゲートウェイ函南、
間宮川向公園

区間１８　（来光川・柿沢川　合流点～仁田橋） 20 5.8 仁田さくら公園

区間１９　（狩野川放水路　全川） 22 6.3 狩野川資料館

その他 7 2.0 

主な利用施設
よく来訪箇所(複数回答)

区間

伊豆の国市
かわまち
対象地域
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アンケート調査結果② 

・狩野川について、自然を近くに感じる評価、景観の良さに関する評価、散策・サイクリングの使

用のしやすさに関する評価は、良い評価が多くなっています。一方、施設の充実に関する評価や

水辺の親しみやすさに関する評価は低くなっています。 

・伊豆の国市の住民は、景観もよく、自然を近くに感じ、天端は使いやすく良く利用するが、公園・

グラウンド等施設が少なく、水辺利用も少なく、評価が低くなっているものと考えられます。 

・このため、上流域の伊豆の国市でかわまちづくり支援制度を活用し、広い公共空間を活用した親

水拠点を生み出せば、利用される可能性があります。 

 

狩野川の満足度に関する調査結果 
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悪い どちらかと言えば、悪い どちらとも言えない どちらかと言えば、良い 良い

景観は他市町に比べて、良い評価 公園・グラウンド等の施設の充実は他市町に比べ

て低い評価 

他市町に比べて、自然を感じやすい評価 天端の散策・サイクリングの使いやすいは他市町

に比べて高い評価 

水辺の親しみやすさは他市町に比べて低い評価 
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